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産業連関表・ＳＮＡ・経済センサス品目分類対応状況

産業連関表（ＩＯ）
（平成23年表）

経済センサス-活動調査
（平成28年調査）

ＳＮＡ（コモ法）
（平成23年基準）

8桁分類
（約2,000）

大分類

（16）

調査品目
（約3,000）

コモ6桁分類がＩＯ
の基本分類と概
ね整合（注１）

（注１） 非市場生産者により産出されるサービスを除く
（注2） 生産額推計の基礎資料は、経済センサス-活動調査のみならず、各府省が実施する統計調査や行政記録、民間統計も活用
（注3） 上部階層への統合の在り方は、統計委員会における議論を踏まえ対応を検討する必要あり
（注4） ＩＯ及びＳＮＡにおける利用を前提とする場合、その精度を確保するため、生産額推計の基礎となる品目数を確保することが望ましい

調査品目ごとの売上
高のデータがＩＯ細品
目の生産額推計の基
礎となるほか、投入
額・産出額推計にも活
用（注2）

8桁分類
（2,162）

統合大分類
（37）

細品目（10桁）
（約3,000）

【検討】生産物分類の
分類構成の在り方

（細分類）

（中分類）

（細々分類）

（大分類）
【論点】どの階層レ
ベルでＩＯ、ＳＮＡと
の整合を図るか
（注3）

【論点】最下層分類
の粒度（品目数）は
どの程度に設定す
べきか（注4）

※（ ）の分類構
成は仮のもの
であり、今後
要検討

6桁分類
（382）

中分類
（29）

小分類
（91）

統合中分類
（108）

統合小分類
（190）

基本分類
（行：518、列：397）

（小分類）


